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CLOTH×OVER  糸と布 日常と生を綴る
  ▶2022 年10 月 8 日［土］- 10 月30日［日］

あざみ野コンテンポラリー vol.13



　 展覧会概要
展覧会名	 あざみ野コンテンポラリー vol.13　CLOTH×OVER　糸と布 日常と生を綴る  
会　　期	 2022 年 10 月 8日（土）～ 10 月 30 日（日）　22 日間　※ 10 月 24 日（月）休館
開場時間	 10：00 ～ 18：00
料　　金	 入場無料
会　　場	 横浜市民ギャラリーあざみ野　展示室１
出品作家	 遠藤薫（えんどう・かおり）、小林万里子（こばやし・まりこ）、YU	SORA（ユ・ソラ）

主　　催	 横浜市民ギャラリーあざみ野（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団）
助　　成　　芸術文化振興基金、公益財団法人野村財団

3 名のアーティストが糸と布によって綴る日常と生
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※ぜひともこの機会にご取材いただきますよう、お願いいたします。提供可能な広報用画像がございますので、
				ご入用の際にはご請求ください。

本展は、美術という枠や社会的評価にとらわれず、様々なジャンルのアーティストが行っている表現活動に目を向
けたシリーズ展「あざみ野コンテンポラリー」の第 13 回として開催します。このシリーズでは、表現活動の持つリ
アリティに着目し、現代的かつ挑戦的な内容を地域に開かれた施設として発信してきました。

本展では、「糸」「布」を素材として、「縫い」「織り」「刺繍」「染め」などの手法を通じて制作を続けている気鋭のアー
ティスト―遠藤薫、小林万里子、ユ・ソラによる作品を取り上げます。糸や布は、人々の生活に密着した素材として、
地域の歴史や文化に根ざして発展を遂げ、継承されてきたものも多く、その土地ごとの独自性を持つと同時に、人
類の長い歴史とともに歩んできた素材であることから、普遍性をも包含しています。布は伸縮性に富み、裂いたり
切断したり、縫い合わせたりすることで形を変え、人の身体や物を包み覆い、また内部と外部の境界となる機能な
ども果たしてきました。そして、人が日常的に触れることの多い布は、様々な記憶を呼び起こし、原初的な快・不
快の感覚にも深く関わるものです。本展では、こうした身近な素材や手法を用いながら、日常の機微、労働や手仕
事の視点、ひいては生成と消滅の循環について、アーティストそれぞれの視点から紡がれた日常的感覚が豊かにク
ロスオーバーする表現の世界を紹介します。

＊ご来場の際は当館ホームページなどで最新情報をご確認ください。

小林万里子／Apotheosis／2019／土、粘土、珪藻土、木綿、麻、羊毛、アクリルガッシュ／ h.110 × w.150cm 遠藤薫／閃光と落下傘／ 2020 ／古布　撮影：デルフィン・パロディ　
提供：青森公立大学	国際芸術センター青森（ACAC）　



会場・お問合せ

横浜市民ギャラリーあざみ野
（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団）
展覧会担当：佐藤、日比谷　広報担当：小泉
〒 225-0012　横浜市青葉区あざみ野南 1-17-3
アートフォーラムあざみ野	内
TEL	045-910-5656　FAX	045-910-5674
https://artazamino.jp/　	info@artazamino.jp

交通のご案内

東急田園都市線「あざみ野駅」東口　徒歩５分
横浜市営地下鉄「あざみ野駅」１・２番出口　徒歩 5分
駐車場２７台（有料・予約制）　予約専用 TEL　045-914-5910

レストラン

   関連イベント
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あざみ野カレッジ企画展関連講座
「ルース・アサワの芸術」　
ワイヤーをネット状に編みこんでつくる彫刻作
品を制作したルース・アサワ。編み物（工芸）
と彫刻を架橋するアサワの造形が目指したもの
とはなんだったのか。その仕事と造形的な思考
を辿ります。
日　時｜10 月 29 日（土）14：00 ～ 16：00
講　師｜沢山遼（美術批評）
会　場｜3階アトリエ
定　員｜40 名
料　金｜一般 1,000 円／カレッジご登録の方　
　　　				500 円（当日支払）

出品作家によるクロストーク　
日　時｜10 月 8日（土）14：00 ～ 15：30
出　演｜遠藤薫、小林万里子、ユ・ソラ
会　場｜3階アトリエ
定　員｜40 名
料　金｜500 円（当日支払）

担当学芸員によるギャラリートーク　
日　時｜10 月 23 日（日）14：00 ～ 14：30
会　場｜展示室 1

撮影：加藤	甫

申込方法、その他詳細はチラシ・HP をご確認ください
＊新型コロナウイルス感染拡大状況等の事情により、　
　関連イベントの内容が変更となる場合があります。

   出品作家プロフィール

遠藤薫（えんどう・かおり）

1989 年大阪府生まれ。沖縄や東北をはじめ
国内外で、その地に根ざした工芸と歴史、
生活と密接な関係にある政治の関係性を紐
解き、主に染織技法を用いて制作発表を続
けている。「使う」ことで布の生と人々の生
を自身の身体を用いてパフォーマティブに
トレースし、工芸の本質を拡張することを
制作の核とする。

小林万里子（こばやし・まりこ）

1987 年大阪府生まれ。織る、染める、編
む、刺す、といったテキスタイル技法を用
い多様な素材を組み合わせて、世界に存在
する様々な結びつきを表現する。重層的に
織りなされる色や形によって現れる混沌の
イメージの中から、生命の本質的な姿を描
き出すことを試みている。

YU SORA（ユ・ソラ）

1987 年韓国、京畿道生まれ。日本と韓国を
拠点に、災害や事故などで突然失うことも
ある日常や些細な日々をテーマに、白く柔
らかい布に黒い糸で刺繍を施し、日常の風
景を記録するような立体・平面作品を通じ
て、日常とは何かについて問い直すような
空間をつくりだしている。

ワークショップ「私たちの住んでいる家」
おうちのモケイをつくろう！
日　時｜10 月 22 日（土）14：00 ～ 16：00
講　師｜ユ・ソラ
会　場｜3階アトリエ
対象・定員｜小学生以上・10 グループ
料　金｜1,000 円／ 2人目以降 500 円（当日支払）


